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XELTEKユニバーサル プログラマー 

ユーザーマニュアル 

 

アイシーズー株式会社 

本マニュアルはXeltek社との契約にもとづきアイシーズー株式会社が翻訳した物です。すべての内容にたいして

アイシーズー株式会社およびXeltekが著作権を有します。内容の一部または全部の無断転載を禁じます。 

 

ユニバーサルプログラマーSUPERPROについて 

1 概要 

SUPERPROシリーズはEPROMをはじめFLASH、PLD、FPGA、等を高速で書き込む多機能，信頼性の高いユニ

バーサル デバイスプログラマーです。 

ペンティアム ベース以上のDOS/Vデスクトップ型およびノートブック型パソコンのパラレルプリンターポートに接

続してお使いいただけます。 

Windows95/98またはNT/2000（CPU内臓タイプ）でお使い頂けます。 

付属のコントロールプログラムは操作性の高いWindows版及びDOS版をご使用いただけます。DOS版のソフト

ウエアもメニュー形式でマウスを使った容易な操作でご使用いただけます。製品につきましては通常の使用状

態でのご購入後1年間の無償修理を保証いたします。 

 

ハードウエアの構成： 

・ 軽量・小型で40Pin又は48PinのZIFソケットが標準で装着されています。パソコンとのインターフェースはど

のパソコンにも接続可能なプリンターインターフェースを採用しています。 

・全てのシリーズに小型軽量スイッチング方式ACアダプターが付属しています。 

・1.5mのパラレル接続ケーブルが付属しています。 

・DIPパッケージ以外のパッケージには豊富な変換アダプターをオプションで提供いたします。 

 

ソフトウエアの機能： 

・ Windows版ソフトウエアとDOS版ソフトウエアがあります。 

・ プルダウンメニュー，ポップアップダイアログボックス，オンラインヘルプ機能などお使いやすい操作画面で

す。 

・ DOS版・Windows版ともマウスでの操作可能です。Binary・Intel（Linear/Segmented）HEX・Motorola  S・

Tektoronix（Linear/Segmented）・Jedec・POF等のフォーマットをサポートします。 

・ ICとZIFソケットの接触を操作前にテストします（機種によりこの機能の無い機種もあります）標準エディター
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（エディットバッファ）はコピー・上位下位ビット操作・移動・スワップ・FILL・回転等のデータ操作が出来ま

す。ICへの正確なプログラムのためチェックサムを表示します。 

・ INTEL (Linear, Segment), HEX, Motorola S, Tektoronix (Linear, Segment)フォーマットをサポートします。 

・ 繰り返し作業の為に容易にマクロ作成が出来ます。 

 

ICデバイスの挿入 

デバイスの挿入には次の３通りあります。 

・ 通常の挿入：  48PINまたは40PINのソケットが本体に装着されています。通常１番PINを手前から上方向

に、ICの下側がソケットの下側に来るように装着します。 

・ 特殊な挿入 ： ICデバイスによってはソケットの特殊な位置に挿入を要するものがあります。デバイスを選

択した後に表示される指示に従ってください。 

・ アダプターを使用する挿入： ICデバイスによりアダプターを必要とする物があります。この場合もメニュー

画面が挿入方法を指示します。アダプターが必要な場合アダプターリストと価格表をご覧のうえ弊社までお

問い合わせ下さい。 

・ ZIFソケットのレバーを上側に起こした状態でICデバイスを挿入し、レバーを倒した位置で固定して使用し

ます。 

 

システム要求   

最小システム構成は以下の通りです。 

・ DOS/V , ペンティアムCPU以上パラレルポートLTP1 ( 278h ) LTP2 ( 378h ) LPT3 ( 3BCh ) のいずれか 

・ 2M Byte RAMMS 

・ Windows95 98 2000 （NT 2000、NTは機種によります） 

・ DOSまたはDOS, バージョン2.1以降 

・ ＦＤＤ1.44 M ByteドライブまたはCDドライブ 

・ 20M Byte以上のハードディスクの空きスペース 

同梱部品 

・ プログラマー本体 

・ パラレルポート用ケーブル Dsub 25Pin約1.5m 

・ 12VDC スイッチング電源 

・ ユーザーマニュアル 

・ ソフトウエアディスケットまたはCD 

・ 保証書（マニュアルの裏面） 
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インストールの手順 

Windows版の場合はCDをパソコンのディスクドライブにいれて、SETUP.EXEを実行します。 

インストールが完了しましたらデスクトップにショートカットアイコンが作成されます。 

 

DOS版の場合はインストールディスクに以下のプログラムがディスク内にあります。  

  Install.exe          bin.exe         lib.exe            algo.exe           

  

最初にDOS画面またはWindowsのDOS窓を開いてください。 

DOSをUSモードに切り替えます。（USモードに切り替えないと動作しません） 

C:¥ CHEV USまたはDOSのバージョンにより，単に Ｃ:¥ US 

C:＼＞ 

ここで フロッピ―ディスクのディレクトリー A:に切り替えます。 

Ａ：ＩＮＳＴＡＬＬとキーインして＜ＣＲ＞リターン します。 

  

インストールソフトが動作を開始して、画面上にソースファイルのカレントドライブが表示されます。  

＜ＣＲ＞リターンキーを押して進むとインストールするディレクトリーを表示します。 

ディフォルトはC:＼SP＊  です。 

普通はディフォルトのままですが、ユーザの希望でこれを変更することができます。 

C:＼SP＊＼BIN＞ のディレクトリーで 

SP＊  ＜CR>   （＊は機種により変わります） 

とタイプしてスタートします。 

最後にAUTOEXE.BATにパスを設定するかの表示が出ます。NOを選択してください。 

AUTOEXECに設定すると操作が簡単になりますが、DOSの操作に習熟されていないお客様はご使

用にならないでください。 

 

ハードウエアの準備 

SUPERPROシリーズはプリンターポートを使用します。そのため特別なハードウエアは不要ですがDOSからプリ

ンターのサポートがされているかご注意下さい。 

まれにDOSからプリンターポートのサポートをしていない設定になっていることがあります。 

プリンターポートLPT1, LPT2, LPT3については接続すれば自動検出します。自動検出しない場合はOPTIONメ

ニューよりマニュアルで選択ください。 
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a) SUPERPROのソフトウエアを立ち上げるまえに、プログラマ本体とユーザのパソコンのプリンタポー

トを付属のケーブルで接続してください。 

b) SUPERPROのソフトウエアを立ち上げるまえに前にSUPERPROの電源をＯＮにしてください。 

パソコンの電源が入っている状態で、なおかつSUPERPROの電源スイッチをONの状態でケーブル

を接続した場合、トラブルが発生することが多くあります。必ずSUPERPROの電源が入っていない状

態で、なおかつ電源スイッチがOFFの状態でケーブルを接続してください。   

c)プログラマのＺＩＦソケットは開けて（チップは入れない状態）にしておきます。入ったままですと

Communicationエラーが発生します。この場合OptionメニューよりCommunicationをチェックすれば回

復します。Communication（コミュニケーション）エラーが回復しない場合はハードウエアトラブルが考

えられます。この場合サポートまでご連絡ください。 

 

SUPERPROを使用する 

a) ICからデータを読んでみる 

・ SUPERPROの電源がOFFになっていることを確認しプリンタケーブルを接続 

・ SUPERPROに付属の電源を接続する 

・ SUPERPROの電源をONにする 

・ SUPERPROのプログラムを開始する 

この状態でCommunicationエラーがでなければSUPERPROの動作が確認できます。 

・SELECTを選択する （DOS版の場合はDEVICEより） 

・IC（Device）の種類を選択 

・ メーカー名を選択する 

・ ICのパーツ番号を選択する 

・ RUNまたはOKを一回押す 

・ 目的のIC（Device）名が選択されていることを確認 

・ ICを挿入する 

・ READを選択 

これでICよりデータが読み出されます。その他の操作についてはコマンドの説明をご覧ください。 

AUTOはご自身での設定が必要です。 
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b) データファイルをエディタ（BUFFER）に読み込む 

・ BUFFERを選択 

・ EDITを選択 

・ FileメニューよりLoadを選択 

・ ホルダー・ファイル名を選択 

・ ファイルタイプを選択 

・ OKでエディタバッファにデータが読み込まれます 

HEXまたはS recordフォーマットはアドレス０から始まらないことがあります、この場合Fileアドレスの先頭番地を

画面上のFile Address [ 0 ] を編集し、ファイルの先頭アドレスを指定してから読み込みます。 

 

c) マスターICのコピー 

・ READで実行した手順でデータをBufferに読み込む 

・ マスターICを取り除き書き込むICを挿入する 

・ RUN画面よりPROGRAM（書き込み）を選択 

・ 書き込みが完了しましたらVerifyが実行されSUCCESSが表示される 

同一種のICを書き込む場合でも、メーカーが違うと書き込む側のICを選択しなおす必要があります。 

この際BUFFER（エディットバッファ）のデータを消去するタイミングをOPTIONメニューから設定します。 

□ BUFFER CLEAR AT CHANGE IC [Ｘ]のチェックをはずしてください。 

 

メニューコマンドの説明 

 

ファイル管理メニュー Ｆｉｌｅ <Alt-F> 

Ｌｏａｄコマンド＜Ctrl-O＞    ファイルをエディットバッファへロードします。 

 

ファイルをロードする場合に、EPROMやMCUの場合HEX/ASCⅡフォーマットで、またPLDの場合は.JEDフォー

マットが必要です。EPROMやMCUは Binary, .POF, Intel HEX，extended HEX, Motorola S record, Tektoronix 

HEX の内からご使用になるフォーマットをLoadの時に選択します。  




